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変異原性が認められた化学物質に関する情報について

標記については、平成 27年 12月 7日付け基発 1207第8号「変異原性が認め

られた化学物質の取扱いについてJにより厚生労働省労働基準局長から通知さ

れたところであるが、当該化学物質に関する下記の資料を送付するので、業務

の参考とされたい。

おって、関係事業者団体の長あて、別添のとおり送付したので了知されたい。

記

別紙1 変異原性が認められた届出物質に関する情報一覧

別紙2 変異原性が認められた既存化学物質に関する情報一覧



別紙1 変異原性が認められた届出物質に関する情報一覧

安衛法官報 名称公表年月日
名称 構 ユ、と旦と 式 性 状 用途の例

通し番号 名称公表告ボ番号

23657 
平成26年12月26日 4, 4' （エチレンシオキシ）ジアーリン

別添参照 白色粉末 液晶配向膜材料1 
厚生労働省告示第

2 23683 
502号 （クロロメチノレ）シクロプロパン

日l添参照 無色～微黄色液体 医薬品中間体製造原料

3 23684 
3 （クロロメチノレ） 5, 5ージフェニノレヒダントイン

別添参照 淡黄色結晶 医薬品原薬の中間体

4 23692 
N, Nージエチノレ－3ーメチル－4ー［(5 ートロ 1, 3 チアゾ

即j添参照 精緑色粉末 繊維用染料
ノレ 2 イノレ）ジアゼノレ］ア ロン

5 23706 ジクロリド（η5 シクロベンタジエニド）オキシドパナジウム 別添参照 青紫色国体 触媒

6 23707 ジクロリドヒ、ス（η包 シクロベンタジエニド）パナジウム 日l添参照 緑色霞体 触媒製造中間体

7 237'10 2, 2, 6，日ーテトラオキソ 1, 2λ6】日λ6 オキサジチアン 見lj添参照 白色固体 電池材料

ナトリウム二［（ヒドロキシメチル）アミノ］アセタート
別添参照 白色粉末

殺生物舟iJ （水処理用静菌
8 23755 剤）

9 23764 
1, 1 :2, 2 ピス（シクロオクタンー1,5ージイノレ）ジボラン（6)

別添参照 白色結晶 治験薬製造原料

10 23775 
3 （ヒドロキシメチノレ）－5】5ージフェニノレヒダントイン

日lj添参照 白色粉末 医薬品原薬の中間体

4 ブロモナフタレン 1 アミン
~lj添参照

白色～くすんだ紫色粉
有機電子材料中間体11 23798 

末

12 23799 
N (4 ブロモ 1 ナアチノレ）アセトアミド

別添参照 国体 有機電子材料中間体

13 23812 
N (1, 3 ベンゾチアゾーノレ 2 イノレ） N ヘキシノレヒドラジン

別添参照 白色粉末 合成樹脂原料

14 23821 
2ーメチルピリジン（N-B）ボフン

日l添参照 白色粉末 一般還元剤

平成27年3月27日 1 アミノ 4 ヒドロキシ 9】10 ジオキY 9, 10 ジヒドロアント
別添参照 暗青色粉末 染料中間体15 23845 

厚生労働省告示第 フセン 2, 3 ジカノレボン酸無水物

16 23848 
152号 (2ーアミノ－5 フノレオロフェニノレ）（フェニノレ）メタノン

耳lj添参照 黄色闘体 医薬品原料中間体

17 23912 
(35) -4ークロロ－3ー（オキサンー2ーイノレオキシ）ブチノレーメタン

別添参照 淡黄色透明液体 医薬品中間体
スノレホナ ト

18 23955 
N (2, 4 ジフノレオロフヱニノレ） N イソプロヒツレカノレバモイノレ

別添参照 白色国体 農薬合成原料
クロリド

(£) 2, 3 ジブロモブタ 2 エン l, 4 ジオーノレ
日リ添参照 白色粉末

はんだ付け用プフックス原
19 23958 

料

20 23963 
3】3ージメチルー1ー（ナフト［1,2-d] [1, 3］オキサゾ ノレー2-

別添参照 淡桃色調体 電子材料
イノレ） 1 ［（トシノレオキシ）イミノ］ブタン 2 オン

21 24012 
ピフェニノレ 4 イノレ＝メタクリフ｝ト

別添参照 白色粉末 合成樹脂原料



別紙1 変異原性が認められた届出物質に関する情報一覧

安衛法官報 名称公表年月日
名称 構 スル8 式 性 状 用途の例

通し番号 名称公表告ホ番号

22 24034 
1 (2 ブロモェチノレ） 4 トロベンゼン

別添参照 淡黄色固体 電子材料

5 メチル 2 (4' ートロピフェール 4 イノレ） 1, 3 ベンゾ
別添参照 薄黄色粉末 染料原料23 24056 

オキサソ ノレ
どー（5 メチノレ←1,3 ベンYオキサゾ ノレ 2 イノレ）ピフェニノレ

別添参照 淡黄色粉末 染料原料24 24062 4 7ミン

平成27年6月26日 (2 アミノ 3 プロモ 5 フノレオロフェ ノレ）（フェ ル）メタノン
i引l添参照 紫色～褐色の粉末 医薬品中間体又は原料25 24089 

厚生労働省告示第
301号 安患香酸と［2-（クロロメチノレ）オキシラン・4,4' （プロパン 2, 2 

白濁液体 中間体26 24095 
ジイノレ）ジフェノ ノレ重縮合物］の反応生成物

2ーイソシアナトー2 メチノレプロパンー1,3ージイノレーピス（3 クロ
別添参照 無色～淡黄色透明液体 重合照モ／ 7 一原料27 24098 

ロプロパノア ト）
4 4＇ーオキシジフェノ」ノレと 2 （クロロメチノレ）オキシランの反応生

淡黄色匝体 中間体28 24130 
成物
2 （クロロメチノレ）オキ、Jフンと（フェノ ル・ホノレムアノレデヒド重縮合

淡黄色液体 中間体29 24157 
物）の反応生成物
{ 1, 3 ピス［（3 クロロプロパノイノレ）オキシ］－2 メチルプロパン

WJ添参照 白色固体 重合用こそ／ 7 －原料30 24234 
2 イノレ｝アンモ ウム クロリド

(4ーヒドロキシー2 メチノレフエニノレ）（メチル） (1 ナフチノレメチノレ）
別添参照 白色粉末 樹脂硬化剤31 24241 

スノレホ ウム ァトフキス（ベンタフノレオロフェノレ）ボラヌイド

32 24266 
4－ブロモ 2ーブノレオロ－9H フノレオレン 9 オン

別添参照 紫色～褐色の粉末 医薬品中間体又は原料

へキサヒドロキシド白金酸（2ー）ピス［（2 ヒドロキシエチノレ）アンモ
i引i添参照 褐色粘調物 自動車排ガス触媒原料33 24268 

ウム］
平成27年9月25日 4 アジドブタン 1 アミン

別添参照 淡黄色液体 医薬品原料34 24309 
厚生労働省告示第
388号 3 アミノ－4' {[3ー（ジエチノレアミノ） 7＇ロピノレ］カノレハモイノレ） 4 

別添参照 白色粉末 顔料中間体35 24317 
メトキシベンズア リド

36 24321 
6 (4ーアミノアエノキシ）ピアエーノレ 3 アミン

~lj添参照 淡灰白色粉末 合成樹脂用原料

37 24401 
1, 4ーシγジドブタン

別添参照 赤色液体 医薬品原料

4’ {[3 （ジエチノレアミノ）プロヒ。ノレ］カノレパモイノレ｝ 4 メトキシ
別添参照 微黄白色粉末 顔料中間体2ヨ 24405 

3 トロベンズアリド

39 24428 
1, 4－ジフノレオロ 2一一トロベンゼン

別添参照 微黄色液体 医薬品中間体原料

(ZR) 2ー｛[ (2 ートロアェーノレ）スノレホニノレ］アミノ｝プロピノレ メ
タ別添参照 微黄白色固体 医薬品中間体原料40 24465 

ンスノレホナ ト

[ (lR, 2R) 1ーヒドロキシ 6 (4 －トロフェーノレ） 1 7エー
別添参照 淡褐色粉末 医薬品中間体41 24478 

ノレヘキサ 5 イン 2 イノレ］アンモ ウム クロリド

42 24504 
1 フノレオロ－4ー（トリクロロメチル）ベンゼン

別添参照 液体 合成樹脂原料中間体



別紙1 変具原性が認められた届出物質に関する情報一覧

安衛法官報 名称公表年月日
名称 構 造 式 性 状 用途の例

通し番号 名称公表告示番号

43 24510 
1一ブロモベンタ 2 イン

別添参照 淡黄色液体 合成化学品原料

44 24511 
2 [4 （ブロモメチノレ）フェニノレ］プロパン酸

目lj添参照 白色粉末 医薬品中間体の製造原料

45 24537 
メチル＝2ー比一（プロモメチノレ）フェーノレ］プロパノア ト

別添参照 液体 医薬品中間体



jjlj添変異際性が認められた届出物質の情造式

安衛法官報 安衛法官報
通し番号

構造式
通し番号 構造式

工工 ハ23657 00 "-"~ 

H,N’ 0 

2368S 

Cl 

23684 明工〉ーイ）－N（：~：23692 

c，パa

23706 23707 

ロ／Cl

(jj '~c, 

23740 23755 
／／＼＼／／＼＼  

HO  N対 COONa 

戸グ

弘 I トイ

23764 
N, 0 

23775 、 γ
I ,,-.,;, I' N¥___-Q 

~-B-· 23798 叩ぺ23799 

Br 

BHJ 

_ _/ 
23812 c:r：止〈／ 〔コ／23821 



別添変異原性が認められた届出物質の構造式

安衛法官報 構造式
通し番号

安衛法官報｜
通し番号

構造式

23845 己工工23848 

F 

。

ρ 阿，c

23912 
F －（γ～ 

H3C口ヤ／吐／込h。ぷ＼ナ：口／／＼＼＼／／〈二~ ＼～／：；： 

23955 

F rCI 
日「

HO" 〆f

23958 
｜｜ 

23963 

OH 

1v 。ヂ＇f。

<,oJ:（。て〉24012 ON～f ＼ 
24034 

' Br 

24056 工工）-0-0--叫
24062 CD~>-0く〉刷

F 司、
〆

24098 °''/1(:1::'.oy~, c 24n29 

、NH2

Br 

24234 ～~：)c。ト 24241 --<5,:g 



別添変異録性が認められた届出物質の構造式

安衛法官報
構造式

安衛法官報
構造式通し番号 通し番号

。

24266 ？？ 24268 ドベ：（；引

243日9 N3／／へ，，＂＿，／／·~／NH2 24317 叩≪－＇＂ζゾトて

24321 24401 N3／戸＼＼ゾ／~N3

？＝ 

24405 ,r/＂（）＇·一1:~＇＂＇ 24428 

24465 24478 （）~~~川；－；：；＂＂_J：）／帆

24504 24510 村、.c·～..，，.，／·＂＇:c、＼〆.，..~＂＇－
Br 

Cl 

24511 ～ρ工吋

24537 ,J)'J~ ℃」fl H, 

日r Br 



別紙2 変異原性が認められた既存化学物質に関する情報 覧

官化報審公法示・整安理衛番法号
CAS N 

名 折、 構造式等
常温6性状等（国体、甑

用途 変異原性試験結果の概要 ※I 出奥
。 体、気体）

4, 4' ピλ （クロロメチ
ノレ） ピアェニノレ

自体

叫〈トQ-，叩

蛍光精白剤，憤 Ames試験最大比活性値 L4×10° R：試＂・験／のmg最
4 798 1667 10 3 

融点 138℃ 
晶中間・楢体龍性樹脂 ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常 小

既存化学物質毒性デ
1 

沸蒸点気圧184℃（26. 7Pa) タベース
D，日｛藍： D‘0011,g／目，L

2 ! :2 （オキシアン－ 2
イ／レメトキシ）エトキシ］メ

液体チル）オキシラン

ι久ゾ＇＂ぜへ、。（＼ー
紙・融樹架措脂橋加工 ：ほ：：乳；直試類，験培最養。大比活性値 2.2x10＇常Re試V験／mのg 融長e, - 既存化学物質毒性デー

2 2 396 2224 15 9 
沸燕 11 2℃ (4. 5叩 H;I℃ 弗弗lJ, 改質 細胞を用いる染色体異常 最小 ダベース

気圧：0.14,mHg (2 ) 剤 . 051回g/mL

N フェニ／レマレイミド ,,g, 融沸国体点 : 89 89. 8℃ 

耐料改剤薬熱1質a・性剤染Eゴ樹車ム｝料脂加殺中ー原硫菌農間性体
：ほ：＇乳0s値試類験情最養0大比活性値 4. 6X異10＇常Re試v験Imのg 既存化学物質毒性デー

3 5-5727 941-69 5 点： 162℃（12日間Hg) 細砲を用いる染色体 最小 タベース
蒸気圧：自.99X!O＇岡田Hg . 0050日g/mL
(25℃） 

4 クロロ 3 ニトロ安息香

中叫
酷

融沸固体点己主 182. 8℃ 
4 3 1502 96 日目 1 匡栗ー染料中間体 Ames試験最大比活性値： L4X 10°Redmg 

J pn J Ind 日目alth

蒸気圧＞4.32X!O"mmHg
19日7:29:34-54

(25℃） 

(2ークロロエチ／レ）ジメチル
アミン CHs 

ロH2C~N~

自融沸点体点 : 105 108℃ 
有樺合成原料 Ames試験最大比活性値： l.4Xl0°Red阿

Arch Toxicol 
5 2-187 107 99 3 

: 106 llO℃ 1985: 56’： 262 271 
蒸気圧

CH3 

N, N' メチレンジアクリノレ
アミド

＇＂～上，~.告人 ,?''"' -
樹脂脂改架質橋剤剤J 樹

Ames試験最大比活性値 弱い体陽異性常試験
ほ乳頭培養細胞を用いる染色 陽

6 2 1020 llO 26-9 オイ
性

NTP 
ノレ硬化剤

in vivo小接試験：揚性

1, 5ージヒドロキシアントフ

日中5
キノン

7 4 704 117 12 4 分散染料中間体 Ames試験最大比活性値： 1. OXlO'Red血圧以上
Mutation Research 
1976:40:203 224 



別紙2 変具原性が認められた既存化学物質に関する情報一覧

イと審法安衛法 CAS N 
名 材工 構造式等 常温の性状等（固体、植

用途 変異原性試験結果の概要 ※ 1 出典官報公示整理番号 。 体、気体）

6 メトキシ 1, 3 ベJ ゾ
チ7ゾー／レ 2 アミン

，，，／℃亡 Ames試験最大比活性値‘ 8.7 X 1異O＇＇常Re試s，験Imのg 
ほ乳類培養細胞を用いる染色体 最小8 5 238 1747 60 0 ／下一－Nt七ー 染料中間体 D20世 0,13mg/mL NTP 

1 マウスのりンフォーマ試験 4 !Of喜
" in vitro姉妹染色分体交換試験・ 陽性

リアクァィプフソレ 1 9 

" 山町匂

Aほme乳s試額験培最養大比活性値 L4×1異o＇常Re試v験/mg 9 5-2927 2580 78-1 
染料 細胞を用いる染色体 陰

NTP 性
in vitro姉妹染邑分体交換試験： 陽f生

ピグメント レッド 2 2 

(c九人f人＇，，，" 心
固体 Ames試験最大比活性直： L7 X lO'Redmg 

ほ乳額培養細胞を用いる染色体異常試験 陰既存化学物質毒性デー10 5 3224 6448-95 9 融点
＋全 タベース

旬、、N
沸点：。叫 in vivo小接試験： 陰性

ピグメント レッド 2 3 

"' 
I f、：

ふムI.，）よv、fJヤ

Ames試験最大比活性値 "9X lO'Red阻店
11 5-3225 日47149-4 ほ乳類矯養細胞を用いる染色体異常試験 陰 NTF

性
in vivo小接試験、 陰性

2 ベンチルアントラキノン
Ames試験最大比活性i直（TA1537) , U X 。

に〔了＇＂／＂，／ 山

10”乳Re額v培Im養g 固体
過酸化水素製造 ほ 細胞を用いる染色体異常試験の最小

13936 21 5 融点： 85.4 8ι4℃ 
用触感媒弗＇， 1光重合

0201直： 0,098mg/mL 既存化学物質毒性デー12 4 687 
沸点 227℃（5m耐 g) タベース
蒸気庄一 用増

※変異原性試験において、 TA1537菌株で高い値。

が出ていることと染色体異常試験の結果と合わ
せて判断し、強い陽性とした。

2ーメトキシ－ 4 －トロアー
、｝ン

匡体

一「山 Ames試験最大比活性1庄司 2,l XlO'Reo咽／，g
／ 

融者， 14l'C 医薬染料中間 既存化学物質毒性デー13 3日03 日7守 529 
沸 点 ー 体J 染料助弗l ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試験 陽

タベースγ，9 蒸気圧 性



別紙2 変異原性が認められた既存化学物質に関する情報覧

イじ審法・安衛法 C.AS X 
名 称 構造式等

常温の性状等気 （固体、液 用途 変異原性試験結果の概要 ※1 出奥
官報公示整理番号 。 体、体）

4, 4' オキシピス（ベンぜ

ンスノレホンヒドラジド）

＜，«／目，， J：：（）~），！人州 融沸蒸固体点 130℃ 
ゴム用発泡剤j 加1田試験最大比活性檀： LlX 具10＇常Re試，，験Imのg 既存化学物置毒生デ

14 3-846 日051 3 
点： 140160℃ 

車ピベースト訴 ほ乳類培養細胞を用いる染色体 最小 タベース

気圧
加剤 D20値： 0,79rng/mL 

ベンジノレ（トリメチル）アンモ
ニウム＝クロリド 。〈ドθ

国体 Ames試験細陰性
融点 243℃ 有樺合成粧反ア応触 ほ乳類培養胞を用いる染色体異常試験 ？提

既存北学物質毒性デー
15 3 2694 56 93 9 沸点； >135℃（分解） 媒！四 オンモ 陽性

蒸気圧’2.18Xl0』剛,Hg
ニウム陽イ ン

in vivo小槙試験： 陽性
タベース、日TP

25℃） 
活性剤

3－メチルベンゼンー 1 2 er~ ジアミン

toxicol appl 
16 3 126 2687 25 4 Ames試験最大比活性値： l,0 X lO'Re,, ／回以上 phar皿acool1996:139: 

203 211 

CH; 

3 「トロ安息香酷

ci.向

融固体点 141℃ 
医体有薬機； 染料中性間 加1回試験最大比活性植： L4X lO"Ree,/mg 

17 3-1505 121 92 6 沸点
電子棋与

ほ乳類埼養細胞を用いる染色体異常試験の最小
既存化学物置毒性デ

蒸気圧3咽 71X10'mmHg 
発色剤（届

D20惜： 3,lmg/ml 
タペース

(25℃） 
圧複写紙用）

3, 5ージニトロ安息香酷 cr.r.H 

ふ
染線料中間体j X Ames試験最大比活性値： 3,2XlO'Ree,/mg J pn J Ind Heel th 18 3 1505 ヲ934 3 コントラスト

剤原料
1987:29:34 54 

I 2 クロロエチノレ）アンモニ

1 215 塩化水素 クム＝クロリド

融閏体点 146℃ 2← 3262 

CJ~制刊H 命fB 同U8 原有機料合成中間体19 2 クロロエチル 870 24 6 
沸点 2,97×10 'm,Hg Ames試験最大比活性値 L7 X lO'R,e,/mg 厚生労働省

アミン
(25℃） ※2 

6 7ジド 5 オキソ 5, 

中
6－ジヒト‘ロナフタレン 1 

融沸国点体 132℃ （分解）ス／レホニ／レz クロリド
p S版感光材r

20 4 ・48ヨ 3770 97 6 怠 フォトレジスト Ames試験最大比世性値 L 6X 1o"Ree,/mg 厚生労働省
蒸気圧： L56x 10 "mmHg 用感光材

(25℃） 



別紙2 変異原性が認められた既存化学物質に関する情報 覧

イ七審法 安衛法 C . .1¥S N 
名 移F 構造式等

常温の性状等（固体、液
官報公示整理番号 。 体、気体）

2, 4ージフルオ白 1 ート

（＇＇「，，,/ ロベンセン

液体
21 3 447 446『 35-5 融点：！O'C

え＼〆l 郡白 207°C

2 l [ 2一（オキシアン 2 
ーイルメトキシ）ブブロポキシ］

一P,一＼、／o，、／＇，，／へい＼。「／ 

メチル｜オキシ ン
液体

22 2 396 16096 30 3 融点：

C州、
沸点

2 ［（トリルオキシ）メチ
ノレ］オキシラン

Mρパ／吋ー士し／／1--<l 
液融沸体点 ← 

23 3-574 26447 14 3 点： 170-195℃ 
(lOOmbsc) 

蒸気圧’ 2hPo (20℃） 

ナトリウム主 1 アミノ 4-

。；ャブロモアントラキノン 2 7, 

ノレホナー卜
融固体主 的335℃24 4 701 6258 06-6 

沸諜点
気』主

ベイシック グリーン 4 

へく~＇ご〉ヘでl?,"

固体
融点

25 5 2033 569 64守 2 沸点： 170172'C 

蒸気圧： 2.45 X 10 '"mmHg 
(25℃） 

※1 各変臭J原性試験の判断基準

口微生物を矧いる変呉原性試験（Ames,i討験）においてり齢、変呉胤性が認められるとする比活性値は、概ね1,OCO (rnm<sog／昭）以上

口 ほ乳煩培養細胞をJIii＇る染色体 j!常ふ敢におL、て強v、染色体臭常誘発的を示すと評価肘る濃度は D u値が概ね0.01 (mg／同！）以下

用途

農薬ー医薬染
料中間体』フッ

素化合物原料

樹脂改質剤

医薬染料中間
体

顔料

。マウスリンフオ マTK,i/;放では し寸£れ点、の試験系で突然変央lO/iic支が陰性対照の4倍、又は陰性対照より100×10日を忽えて噌加している場合 3品、陽性と判断。in vi 1・0小核試験で陽性が出た場合に｛土佐い陽性と判断

変異原性試験結果0）概要 ※ l 出典

Ames試験最大比活性恒： 2.6X !O"Rn /mg 厚生労働省

Ames試験最大比活性値 l, 1 X JO"Redmg 厚生労働省

Ames試験最大比活性値： L2XJO"R,,./mg 厚生労働省

Ames試験最大比活性1直： 3.3 X JO"R,v. /mg 厚生労働省

Ames試験最大比活性1直： 6.2 X !O"Redmg 厚生労働省
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平

別添の関係団体の長 あて

厚生労働省労働基準局

安全衛生部化学物質対策課長

変異原性が認められた化学物質に関する情報について

標記につきましては、平成 27年 12月 7日付け基発 1207第7号「変異原性が

認められた化学物質の取扱いについて」により厚生労働省労働基準局長から通

知したところですが、当該化学物質に関する下記の資料を送付いたしますので、

貴会傘下会員への周知の参考として御活用いただければ幸甚に存じます。

記

別紙1 変異原性が認められた届出物質に関する情報一覧

別紙2 変異原性が認められた既存化学物質に関する情報一覧

戸1
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